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１－１．産業・地域づくりに関する現状の調査分析（各地域の現状・地域特性）

１．成田空港周辺地域

人口：約37万人 ※成田市、富里市、香取市、山武市、栄町、芝山町、多古町、神崎町、横芝光町
産業構造：第一次産業に強み 商圏：成田市（小売吸引指数 1.22）が商業中心都市
交通：新空港自動車道から東関東自動車道を経由して都心にｱｸｾｽ可能。羽田空港への所要時間は約１時間
教育施設：国際医療福祉大学が成田市内に立地
産業・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ：空港隣接地には、日本初のﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ輸出機能を備えた成田市公設卸売市場が立地

成田市については国家戦略特区（東京圏の一部）にも指定
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２．東京湾アクアライン着岸地周辺地域・かずさアカデミアパーク

人口：約2８万人 ※木更津市、袖ケ浦市、君津市 産業構造：第一次、第二次産業に強み 商圏：木更津市（小売吸引指数 1.71）が商業中心都市
交通：東京湾対岸地域からの玄関口となっており、木更津JCTは館山自動車道、圏央道に接続する房総半島の交通の要衝
教育施設：木更津高専が木更津市内に立地
産業・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ：近接する京葉臨海ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄに民間企業の研究所やR＆D施設が立地。また、かずさDNA研究所等の研究機関やかずさｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ等が立地
その他：かずさｱｶﾃﾞﾐｱﾊﾟｰｸ内には、国際会議の開催が可能なｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ施設である「かずさｱｶﾃﾞﾐｱﾎｰﾙ」が立地

人口：約191万人 ※市川市、松戸市、鎌ケ谷市、船橋市、印西市、白井市
産業構造：第一次、第三次産業に強み
商圏：船橋市（小売吸引指数 0.93）、印西市（小売吸引指数 1.36）が商業中心都市として商圏を形成。なお、松戸市（小売吸引指数 0.76）は単独商圏
交通：北千葉道路のうち、市川市～鎌ヶ谷市間の約 9km は未開通（時期未定）

新鎌ヶ谷駅から東京駅までは乗り換え１回で50分程度の所要時間
教育施設：千葉大学 松戸ｷｬﾝﾊﾟｽ、千葉商科大学、和洋女子大学等が立地
産業・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ：北千葉道路沿線には、松飛台工業団地（松戸市）やｸﾞｯﾄﾞﾏﾝﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰｸ（印西市）などが立地

３．北千葉道路沿線地域

４．柏の葉

人口：約43万人 ※柏市
産業構造：三部門のﾊﾞﾗﾝｽ型 商圏：柏市（小売吸引指数 1.19）を商業中心都市として商圏を形成
交通：柏ICや柏の葉ｷｬﾝﾊﾟｽ駅が柏の葉ｴﾘｱの玄関口として機能
教育施設：東京大学、千葉大学が立地。その他、2023年には「Rugby School Japan 」が開校
産業・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ：産業技術総合研究所柏ｾﾝﾀｰ、国立がん研究ｾﾝﾀｰ東病院・先端医療開発ｾﾝﾀｰが立地

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ施設として、東葛ﾃｸﾉﾌﾟﾗｻﾞ、東大柏ﾍﾞﾝﾁｬｰﾌﾟﾗｻﾞ、東京大学柏 IIｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰﾊﾌﾞ、三井ﾘﾝｸﾗﾎﾞ柏の葉、KOILなどが立地
その他：次世代ﾓﾋﾞﾘﾃｨ等の実証ﾌｨｰﾙﾄﾞが設置

５．幕張新都心

人口：約15万人 ※千葉市美浜区 産業構造：第三次産業にやや強み 商圏：千葉市が商業中心都市
交通：東関東自動車道、京葉道路が利用可能で、都心への自動車によるｱｸｾｽは良好。成田空港と羽田空港に 30 分前後でｱｸｾｽ可能な点もｴﾘｱの強み
教育施設：県立保健医療大学や放送大学、神田外語大学など複数の大学をはじめ、ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｽｸｰﾙ等も立地
産業・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ：JETROｱｼﾞｱ経済研究所、JOGMEC技術ｾﾝﾀｰが立地。また、千葉県産業振興ｾﾝﾀｰも立地
その他：複合ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ施設「幕張ﾒｯｾ」の他、大規模な会議場・ﾎｰﾙを有するﾎﾃﾙが複数立地

千葉市は国家戦略特区に指定され、ﾄﾞﾛｰﾝ宅配等の実証実験が実施

写真提供：成田国際空港㈱
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【概要】
●理化学研究所や大学等の研究機関、市立医療ｾﾝﾀｰをはじめとした高度専門

病院群および医療関連企業・団体が集積。
産学官医連携で研究開発から事業化までをｻﾎﾟｰﾄする
環境も整備されている。

【ポイント】
●企業・研究機関誘致の取組内容と成果・課題
●ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ分野における国内外の動向

（２）兵庫県神戸市（神戸医療産業都市）

１－２．産業・地域づくりに関する現状の調査分析（首都圏における先進事例の研究）
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【概要】
●圏央道鶴ヶ島IC（都心から約45km圏）に近接する農業大学校跡地を活用し、

SAITAMAﾛﾎﾞﾃｨｸｽｾﾝﾀｰの設置に向けた
準備を進めるとともに、産業用地を整備
して成長分野のものづくり企業を誘致。

【ポイント】
●成長分野に特化した産業誘致の進め方
●ﾛﾎﾞｯﾄ分野の将来性 等

（１）埼玉県鶴ヶ島市（ロボティクスセンター）

【概要】
●複数分野の規制・制度改革とﾃﾞｰﾀ連携基盤の活用による官民連携での複数の

先端的ｻｰﾋﾞｽを通じ、世界に先駆けて未来社会の先行実現を目指すｽｰﾊﾟｰｼﾃィ型
の国家戦略特区。住民参加を基盤に「住民中心」を掲げ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ投票などの
各種取組を推進している。

【ポイント】
●推進体制の構築・運営手法
●住民参加による取組の成果・課題

（２）茨城県つくば市（スーパーシティ型国家戦略特別区域）

【概要】
●海老名駅には小田急線、相鉄線、JR線の３路線が乗り入れており、県央の

主要駅となっている。小田急線とJR相模線の
両駅間では小田急電鉄（株）により、ｵﾌｨｽ棟、
商業施設や高層ﾏﾝｼｮﾝなどが新たに立ち並び、
現在も大型開発が進められている。

【ポイント】
●ﾀｰﾐﾅﾙ駅周辺におけるｵﾌｨｽ機能、商業、住宅を

集積させた複合的なまちづくり

（３）神奈川県海老名市（駅周辺のまちづくり）

【概要】
●1990年代に誘致した慶應義塾大学の研究所を核に、ITとﾊﾞｲｵ系を融合させた

研究開発拠点として発展。多くのﾊﾞｲｵﾍﾞﾝﾁｬｰ
が誕生するとともに、事業拡大後も地域に
止まり、ﾊﾞｲｵ関連産業集積の形成。

【ポイント】
●大学を核としたｻｲｴﾝｽﾊﾟｰｸ整備の進め方

（１）山形県鶴岡市（鶴岡サイエンスパーク）

山形県HPより抜粋 神戸医療産業都市HPより抜粋

埼玉県HPより抜粋

海老名市都市ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝより抜粋

【参考】首都圏以外の先進事例



２－１．民間投資に関する分析（今後の成長が見込まれる産業分野等に関する文献整理）

国や経済団体の文献等により、グローバルな視点での将来的な潮流変化や、我が国の産業競争力の強化に向けた各種政策を把握しつつ、今後の
成長が見込まれる産業分野を整理。

（１）産業技術ビジョン2020（経済産業省） （２）重要物資の安定的な供給の確保に関する制度（内閣府）

（３）科学技術予測調査（文部科学省） （４）産業技術立国への再挑戦（日本経済団体連合会）

避けられない世界的な潮流変化を見据え、我が国における一層のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出が
必要不可欠との認識のもと、産業技術という切り口から日本の課題を見つめ直し、
2050年に向けて日本の産業技術の方向性を示したもの。

対応の方向性

①世界人口のﾋﾟｰｸｱｳﾄ
②SDGs、ｻｰｷｭﾗｰｴｺﾉﾐｰ
③ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済
④地政学・保護主義ﾘｽｸ
⑤ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ強化

米中：知的資本主義経済へ移行
欧：価値軸の転換を図る
日：環境変化や技術進展に対応できず

2050年 5つの潮流

世界の動向・ことの本質

経済安全保障推進法を根拠として、広く国民生活・経済活動が依拠している物資
を特定重要物資に指定し、安定供給確保に取り組む民間事業者等を支援し、特定重
要物資のｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの強靱化を図るもの。

１２物資（R6.3時点）

抗菌性物質製剤、肥料、
永久磁石、工作機械・
産業用ﾛﾎﾞｯﾄ、航空機の
部品、半導体、蓄電池、
ｸﾗｳﾄﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、天然ｶﾞｽ、
重要鉱物、船舶の部品、
先端電子部品（ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ
及びろ波器）

特定重要物資 制度の概要

【安定的な供給の確保に向けた方向性】
①戦略的な備蓄
②海外調達先の分散化
③国内生産能力強化
④海外依存度を下げる技術開発

国 事業者
設備投資などの
計画申請

低利融資・助成

科学技術及び科学技術と将来社会との関わりを見通すため、1971年から約5年
ごとに実施されている大規模な科学技術予測。今後30年間という中長期の未来展
望であること、多数の専門家が参加することなどが特徴。

①健康・医療・生命科学分野
再生医療、医療ﾛﾎﾞｯﾄ、ｹﾞﾉﾐｸｽ 等

②農林水産・食品・ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ分野
ｽﾏｰﾄ農業 等

③環境・資源・ｴﾈﾙｷﾞｰ分野
ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞ等

④ICT ・ｱﾅﾘﾃｨｸｽ・ｻｰﾋﾞｽ分野
5Gｻｰﾋﾞｽ、ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ、ｽﾏｰﾄﾌｧｸﾄﾘｰ等

科学技術７分野

2030年から2040年頃の中期的な未来社会を念頭に置き、今後わが国が重点的
に振興すべき産業や、ｷｰとなる最新ﾃｸﾉﾛｼﾞｰを整理するとともに、産業技術競争力
強化に向け提言したもの。

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ、ｸﾞﾘｰﾝ、ﾊﾞｲｵ（ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ）等の戦略分野や、これらを支える先端素材・材料
（ﾏﾃﾘｱﾙ）などにおける、ｷｰとなるﾃｸﾉﾛｼﾞｰやわが国の優位性を整理

４つの切り口

主な参考文献

３

⑤ﾏﾃﾘｱﾙ・ﾃﾞﾊﾞｲｽ・ﾌﾟﾛｾｽ分野
AR、ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池、全固体電池
次世代ﾊﾟﾜｰ半導体 等

⑥都市・建築・土木・交通分野
次世代ﾄﾗｯｸ 等

⑦宇宙・海洋・地球・科学基盤分野
量子ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ等



業界や企業における設備投資の動向や、成長を期待される分野等について、首都圏等に立地する幅広い分野の大企業へのアンケート調査を実施
回答数：１６６社
【主たる調査項目】

・向こう５年間の国内における設備投資や研究開発投資の見通し ・向こう５年間の設備や機能に関する投資意向やその条件

・長期的に成長が期待されると思われる市場とその理由 等

（自由意見）
・「ＤＸ」や「ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ」これらの取組は業種問わず

今後も重要（建設業（東京）他）
・少子高齢化に伴う労働力不足解消・ＣＳＲ、ＥＳＧ経営、

ＳＤＧｓ・高齢化・長寿命化健康寿命増進に伴う社会
保障費増（ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾊﾟｰ（東京））

・人工知能の普及により、産業用ﾛﾎﾞｯﾄ他、機械技術が
著しく成長する（ﾌﾟﾗﾝﾄ業（大阪））

・世界的な気候変動への対応に加え日本の地政学的ﾘｽｸを
踏まえ再ｴﾈ・新ｴﾈの開発が進む（建設業（東京））

・自動化、ＡＩ技術の発展により労働力人口の減少に対応
する必要があるため、産業問わずﾆｰｽﾞは高いものと考える。
環境・ｴﾈﾙｷﾞｰに関してもほぼ同様で、限り
ある資源の有効活用もあり、ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰのﾆｰｽﾞは高い
（環境ｻｰﾋﾞｽ業（東京））

【長期的に成長が期待されると思われる市場とその理由 】（複数回答可）

【結果概要】
・今後長期的に成長が期待される分野について尋ねたところ、「知能化技術（AI、自動運転など）」の割合が72.9%と最も高く、「環境･ｴﾈﾙｷﾞｰ

（ﾊﾞｲｵ技術、再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ、水素燃料など）（60.8%）」が続く。

３－１．民間企業等の動向把握（アンケート調査結果①）
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【向こう５年間の国内における機能に関する投資意向やその条件】

・向こう５年間の、国内における投資の見通し（現状の水準との比較）につ
いて尋ねたところ、「設備投資」の場合、「現状維持」と「増加」がそれ
ぞれ45.2%、41.0%と4 割を超えている。

・一方、「研究開発投資」については、「現状維持（43.4%）」の割合が
最も多いという点は「設備投資」と共通しているが、「増加」や「減少・
縮小」等を大きく上回っている点は異なる。

【向こう５年間の国内における設備投資や研究開発の見通し】

・各拠点機能について、「検討中･検討予定のものはない」と回答した企業が約
半数を占める一方、新設や移転を検討中、または、今後検討予定のものがある拠
点機能としては、「支店･営業所（業務・販売）」が最も多く全体の27.1%を占
める。以降、「倉庫・物流施設」が15.7%、「本社・支社」及び「工場・生産
施設」が11.4%と続いている。

３－１．民間企業等の動向把握（アンケート調査結果②）

５

■新設や移転にあたっての重視点
新設や移転を検討・検討予定の企業に対して、新設や移転にあたってどのような点を重視

するのかを尋ねたところ、「本社・支社」においては「取引先や仕入先などとの近接性」や
「鉄道網の充実（通勤の利便性）」、「工場・生産施設」においては「取引先や仕入先など
との近接性」「道路網の充実（物流の利便性）」、「研究開発施設」においては「大学・研
究機関との近接性」が重視されている。

なお、「人材の確保しやすさ」、 「立地ｺｽﾄ（地価、賃料）」については、全ての施設に
おいて重視されている。

（３つまで選択可）（複数回答可）



３－２．民間投資の動向（ヒアリング結果）

６

民間投資の動向や対象地域における開発可能性を把握するとともに、県の考え方や取組を幅広く周知することを目的としたヒアリングを実施。
ヒアリング実施数：２８件

主な意見項目

・都市・ 産業施設等に入るｺﾝﾃﾝﾂの寿命が非常に短く、ｺﾝﾃﾝﾂが入れ替わるｽﾋﾟｰﾄﾞに柔軟に対応できることが重要。
１つの目的に合わせたまちづくりを進めるのではなく、変化のｽﾋﾟｰﾄﾞに対応する施設・土地利用のあり方を考えることが必要。

・一定の都市機能が整備された後も、継続的に産業群を見直し、段階的に都市機能を整備・ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄし続ける必要がある。

将来を見据えた
地域づくり・産業
づくりの方向性

・成田空港周辺に関して、航空貨物の速達性を活かし、食品等の加工輸出型の、加工型産業の集積可能性がある。
・ｱｸｱﾗｲﾝ着岸地について、羽田空港への至近性を活かし、各大学の首都圏進出の受け皿となることで、柔軟で機動的な研究活動を

支援できる可能性もある。
・柏の葉には国内有数の学術研究機関が立地しており、他地域にない強みとして最大限活用することが重要。

各地域の強み・
ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ

・自動車の電動化については、従来型の自動車産業が電動化へｼﾌﾄすると捉えず、電動自動車産業といった新たな産業が生まれる
と捉えることで、千葉県内にも十分立地可能性がある。

次世代自動車・
蓄電池

・ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ・再生医療分野の研究開発体制は、 製薬会社等が１者単独で発想・発明を行い、臨床試験を通じて医薬品をﾘﾘｰｽする
体制構築は難しく、社外機関と連携して開発に取り組む構造に変化している。研究者や研究機関同士が対話をすすめ、実用化に
向けてｽﾋﾟｰﾃﾞｨに研究開発を進めていく上では、物理的な距離の近さは不可欠。

ﾗｲﾌｻｲｴｽ・
再生医療

・産業用ﾛﾎﾞｯﾄ領域ではわが国の優位性が発揮されているのに対し、ｻｰﾋﾞｽﾛﾎﾞｯﾄ領域では競争力強化が課題。知能・制御技術で日本
は弱い。

ﾛﾎﾞｯﾄ・ﾄﾞﾛｰﾝ

・量子技術については、実用化までに相当時間を要することが見込まれ、現時点では国の大型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ予算に頼っている状況にある
が、実用化が見えた段階で一気に民間投資が進むことも予想される。

量子技術

・千葉県における今後の成長可能性が高い産業としては、県の基幹産業でもある「農林水産業」が強みであり、今後次世代型の産業
においても、農林水産業の高付加価値化の視点が重要。

農業分野

・ｺﾛﾅ禍において市場拡大が進んだｼｪｱｵﾌｨｽ等やﾃﾚﾜｰｸ・在宅ﾜｰｸにより、新しい働き方を享受可能な従業者が増えたことにより、
今後のｵﾌｨｽに求められる機能については、見直しが進むことが予想。ただし、10年前後のｵﾌｨｽ需要については判断が難しい。

ｵﾌｨｽ

・研究者のみならず、家族にとって生活しやすい環境であることも重視するﾎﾟｲﾝﾄ。研究開発機能

・創業時の地の選択に際しては、自社のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ構築や、人材・資金調達といった経営ﾘｿｰｽ獲得の容易さ、移動利便性の観点等から
都内を選択しているが、ｽｹｰﾙに伴い物理的な空間を必要とするほか本県の地域資源や土地風土を活かしたﾋﾞｼﾞﾈｽを展開するなど、
東京にない強みが訴求力となった場合、立地可能性があり得る。

ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ



４－１．理想的な将来像の取りまとめ（基本方針）

市場の成長時期が異なる複数の業種や機能が集積する、持続的な成長が可能なまちづくりを目指す。

基本方針１

対象地域ごとの産業面での特徴・強みを生かし、役割分担を意識しながら国内外からの産業誘致・創出を目指す。

基本方針２

これまでの調査分析（１．産業・地域づくりに関する現状の調査分析、２．民間投資に関する分析、３．民間企業等の動向把握）を
踏まえて整理した以下の考え方を前提に、「成長が見込まれる産業分野の整理」を行い、各地域の目指すべき産業・地域づくりのあり方
を整理する。

（ﾋｱﾘﾝｸﾞ等で得られた示唆）
・社会経済環境の世界的な変化ｽﾋﾟｰﾄﾞを踏まえ、国全体が持続的な経済成長をすすめ、各地域でｴｺｼｽﾃﾑを構築する必要性
・産業施設や機能の入れ替えに対する柔軟性や可変性、機動性を保つ必要性
・特定の産業や企業に特化した産業集積や誘致を図る視点以上に、各地域に多目的・ﾐｯｸｽの視点を持つ重要性

（ﾋｱﾘﾝｸﾞ等で得られた示唆）
・20年～30年先を考えた産業・地域づくりを進めていくために、本県の対象地域それぞれの地域特性やその魅力、産業面での

特徴・強みの違いを活かした地域・産業づくりの視点を持つことの重要性
・地域固有の産業を活かした高付加価値化をすすめることによる、継続的な雇用創出につながることへの期待

７



４－2．理想的な将来像の取りまとめ（産業分野の整理）

８

マテリアル 半導体素材 先端電子部品 ｽﾁｰﾙ ｹﾐｶﾙ

主な分野

エネルギー・環境

蓄電池

ｽﾏｰﾄ農業

ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞ

主な分野

SAF（※）

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ

水素・ｱﾝﾓﾆｱ

デジタル

半導体

ﾛﾎﾞｯﾄ

主な分野

工作機械

xR（※）

知能化技術

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾝﾌﾗ
（光通信・5G等）

次世代技術（量子等）

バイオ
主な分野

食料分野

医療分野

工業・ｴﾈﾙｷﾞｰ分野

●成長が見込まれる産業分野の整理にあたっては、まず、国や経済団体の考え方を文献により把握したうえで、経済産業省や
日本経済団体連合会が検討・考察した産業技術の方向性を参考に、成長が期待される領域を４つ（デジタル、エネルギー・
環境、バイオ、マテリアル）に分類・整理。

●その上で、今後の成長が見込まれ、本県に誘致すべきと考えられる産業分野について、市場規模・年平均成長率に関する分析
や、有識者や民間企業等へのヒアリング、アンケート、地域特性等も踏まえて整理。

※xR ：ｸﾛｽﾘｱﾘﾃｨ。現実世界と仮想世界を融合し、現実にはないものを知覚できる技術の総称。 代表的な技術としてはVR（仮想現実）やAR（拡張現実）がある。
SAF：循環型の原料（植物や廃油）を使用した「持続可能な航空燃料」の略。

成長分野を４領域に整理



４－３．理想的な将来像の取りまとめ（各地域における産業・地域づくりの方向性 概要①）

１．成田空港周辺地域

2

２．東京湾アクアライン着岸地周辺地域・かずさアカデミアパーク

９

〇世界有数の国際貨物取扱量を誇る成田
空港を擁する。

〇近年、同空港周辺において航空貨物等を
対象とした物流施設の立地が進みつつ
あり、航空物流施設の集積地として
国内外の注目を集め、今後の成長が期待
されている。

〇利活用の可能性のある土地面積が広いｴﾘｱ
でもあることも特徴。

地域の特徴

●航空貨物拠点であることに加え、日本初のﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ輸出機能を備えた成田
市場の立地等の優位性・特性から、航空貨物関連ﾋﾞｼﾞﾈｽや高付加価値型の
農林水産物の輸出産業等に特化した地域づくりを目指す。

●本社・ｵﾌｨｽといった業務機能や研究開発拠点に加え、大規模な用地を必要
とする物流拠点や、空輸に適した付加価値の高い製品の生産・加工拠点等
が考えられることから、航空貨物の強みを活かした、農水産物や医薬品の
輸出入および関連する物流（ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝ）の拡大や、農林水産物の加工施設、
陸上養殖施設等の立地を目指す。

●世界有数の国際空港の立地を踏まえ、産業領域だけでなく住環境等の機能も
ﾊﾞﾗﾝｽ良く立地させるなど、複合型のまちづくりを目指す。

産業・地域づくりの方向性

産業・地域づくりの方向性

●環境・ｴﾈﾙｷﾞｰやﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ分野では、京葉臨海ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄやかずさAPとの
至近性を活かし、当該ｴﾘｱの立地企業と連携し、新たな領域のｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝを
構築する企業の立地を促し、機能強化を図ることを目指す。

●南房総の県内主力産業である農林水産業や観光業等を活かし、食品関連
産業の高付加価値化をすすめるための研究や、起業をうながす機能の整備、
国内外からの長期滞在が可能となる宿泊型観光産業等の拠点として機能
強化を図ることを目指す。

●成田空港、羽田空港間との交通利便性や、利活用の可能性のある土地等を
活用し、国内外の学術研究機関の立地が考えられることから、ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ
向けの施設の整備等を領域横断的に取り組み、高度人材の輩出ならびに
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの創発拠点としての機能強化を図ることを目指す。

〇首都圏との近接性に加え、国際空港への
ｱｸｾｽも良好であり、国内外への交通の
拠点として重要な位置を占める。

〇かずさAPにはかずさDNA研究所やNITE
ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰなど、先端技術の研究
開発拠点が立地。

〇県南地域の雇用の受け皿や農林水産業・
観光業等との連携によるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創発が
期待されるｴﾘｱ。

〇利活用の可能性のある土地面積が広いｴﾘｱ
でもあることも特徴。

地域の特徴

各項目の調査・分析結果により各地域の特徴を取りまとめたうえで、今後の県の施策の参考とするための「産業・地域づくりの方向性」を
例示。より詳細な検討は令和６年度に実施。



４－３．理想的な将来像の取りまとめ（各地域における産業・地域づくりの方向性 概要②）

2

３．北千葉道路沿線地域

４．柏の葉

●新しい都市ｲﾝﾌﾗを活かし、暮らしに係る実証ﾌｨｰﾙﾄﾞを提供する新しい街と
しての機能をさらに充実させることで、若年層を中心とした高度人材の流入
や定着を促しながら、世界に伍するｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟｴｺｼｽﾃﾑの形成を目指す。

●ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽがｺｱとなる産業であり、関連する領域としてﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ領域の集積を目指す。

５．幕張新都心

●高次都市機能やMICE等を通じたｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな認知度を活かし、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾝﾊﾟﾆｰ
や国内の各地方発のｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟをﾀｰｹﾞｯﾄとして、首都圏進出にあたっての
ﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰｵﾌｨｽを構える場となることを目指す。

●国内外の学術研究機関のﾗﾎﾞや、ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ向けの施設の整備等により、ｸﾞﾛｰ
ﾊﾞﾙな高度人材の輩出や、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創発拠点としてのﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力強化を目指す。

1０

産業・地域づくりの方向性

●当該地域への立地可能性がある機能として、職住近接をはじめとする多様な
働き方を可能とする業務・研究開発機能の立地が考えられることから、
本社・ｵﾌｨｽや研究開発拠点のほか、小規模な生産拠点等の立地を目指す。

●果樹を中心に県内主力産業である農業などを活かし、食品関連産業の高付加
価値化をすすめるための研究や、起業をうながす機能整備などを目指す。

●成熟した市街地が形成されており、多様な人材が活躍可能な環境整備という
観点で、商業・ｻｰﾋﾞｽ業の機能拡充を目指す。

〇都心への移動利便性の高さに加え、鉄道
駅・沿線を中心に市街地が形成されて
一定の人口が集積し、都市機能が整備
されたｴﾘｱ。

〇駅の近傍にありながら、市街化調整区域
として都市型農業の一翼を担っており、
梨をはじめとする果樹栽培が活発で国内
有数の出荷量を誇るｴﾘｱ。

地域の特徴

産業・地域づくりの方向性

〇都心からのｱｸｾｽに優れ、学術・研究機関
や企業支援施設等が立地。

〇新産業創造に向けた基盤の構築が進み、
ﾓﾋﾞﾘﾃｨを中心に様々な製品やｻｰﾋﾞｽを生み
出すための実証実験も行われているｴﾘｱ。

地域の特徴

産業・地域づくりの方向性

〇幕張ﾒｯｾｵｰﾌﾟﾝ後、業務ﾋﾞﾙ、学術・研究
機関、ﾎﾃﾙ、大規模商業施設、ｽﾎﾟｰﾂ施設
などの高次都市機能が集積。住宅整備も
進み、約23万人が日々活動する街として
成長したｴﾘｱ。

地域の特徴


